関西大学『経済論集』第28巻総目次 by unknown
関西大学『経済論集』第28巻総目次
雑誌名 關西大學經済論集
巻 28
号 6
発行年 1979-02-20
URL http://hdl.handle.net/10112/14602
闊西大學
糎滴論集
第28巻
昭和 53年度
闊西大學経清學會
関西大学『経済論集』第28巻総目次
第1・2・3・4合併号（昭和53年9月）
第一分冊
論文
サラリーマン金融の高金利の原因と適
正金利水準の一試算・・・・ ・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・・.上田
自由経済体制と「福祉」．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．•熊谷
産業内貿易について
ーグルーベルーロイド批判と一試論―…·………………••山本
マネーサプライ・国際収支・インフレーション
ーマネタリズムの国際的局面ー・・・・ ・ ・•…………. . .……….. 楠
消費需要の移動と不安定性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..佐藤
二部門経済について 一不安定均衡の一例ー……·………•堀江
富効果と貨幣•財政政策の有効性
-L·H ・メイヤーモデルの展開と若干の考察ー……•••安部
第二分冊
論文
晩年のコルシュに関する資料的覚書
-「チューリヒ・テーゼ」とその諸解釈ー………………重田
「資本論入門」への道 一河上肇研究の一節ー·…………••杉原
市場価値論考・． ．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．． ．．．．． ．．．． ． ．．．．．． ． ． ． ． ．．． ．． ． ．．．． ．．．．•東井
独占理論におけるヒルファディング問題
ー一つの予備的考察ー・・．． ． ．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•森岡
生産価格と歴史認識にかんする覚書………•………………••若森
第三分冊
論文
アパレル産業の展開と下請生産体制の変容
昭三 1~ 39ページ
尚夫 41~ 51ページ
繁綽 53~ 78ページ
貞義 79~ 96ページ
真人 97~106ページ
義 107~122ページ
大佳 123~149ページ
晃一 151~178ページ
四郎 179~200ページ
正美 201~248ページ
孝二 249~288ページ
章孝 289~309ページ
一繊維産業構造変化の一側面—…•………………………••上田 達三 311~344ページ
中小企業の環境変化とその是正
ーことに大企業の中小企業分野への進出をめぐって一•••田中 充 345~376ページ
企業の支配構造について………………………………………鯰江城夫 377~397ページ
会計原則展開におけるリトルトンの理論…………………•••長谷 中丸 399~422ページ
国債残高の累増と財政・金融政策•…………………………••本多新平 423~444ページ
日本型経営労務の国際的適応性……………………………•••山下 昌美 445~460ページ
地域経済と中小企業 ー地域経済への接近ー……………•••竹之内辰雄 461~481ページ
第四分冊
論文
1930年代のイギリス造船業における不況対策••……………•荒井政治 483~501ページ
C•F ・バステープルの財政思想
ーその人と評価をめぐって一………………………………戒田 郁夫 503~559ページ
J. R・コモンズと19世紀後半におけるアメリカの労働組合運動
ーアメリカ労働史論の研究(2)―•…………………………••小林英夫 561~629ページ
「プールス条例」発布の動因•………………………………••津川 正幸 631~646ページ
「ニューヨーク市貯蓄銀行」に関する
一考察ーイリー運河建設との関連を中心にして一………加勢田 博 647~666ページ
日本統計学史における呉文聴…………………………………藪内 武司 667~722ページ
広島藩における農政に関する基礎的考察(1)
-「芸州政基」にみる享保末期農政の基調ー……………勝矢倫生 723~755ページ
バグダード鉄道論ノート(1)………………•…………………••杉原 達 757~788ページ
第5号（昭和53年12月）
論文
財制御の一般図式をめざして 一家計の場合一……………春日
不均衡における利子率の変動………………………………•••佐藤
Politische Okonomie, Volkswirtschaft,• 
Nationaltikonomie• …………• …• …・ ……………•• ……..... 橋本
ドイツ鉄鋼業の労資関係序説ー(1)―…………•……………••大塚
書評
飯田 鼎著「労働運動の展開と労使関係」………•………••西岡
資料
Index of Obituaries and Obituary Notices 
淳ー 791~809ページ
真人 811~822ページ
昭ー 823~838ページ
忠 839~894ページ
孝男 895~901ページ
from the Economic Journal 1891-1972 …………•…………………··903~928ページ
第6号（昭和54年2月）
論文
パールマンおよびタフトとニュー・ディールまでのアメリカ労働組合運動（上）
ーアメリカ労働史論の研究(3)―………………•………••小林英夫 931~ 982ページ
物価指数の経済理論
-N. Liviatan, D. Patinkin の理論を中心として一•••高木秀玄 983~1012ページ
有機的構成の高度化と相対的過剰人口の生産……………•佐藤真人 1013~1026ページ
研究ノート
「バステープル財政学」のわが国への導入と
その評価に関する覚書……………………………………戒田郁夫 1027~1056ページ
経営参加論考(1)……………………••…• ……………•• •…•••西岡孝男 1057~1074ページ
費用曲線について·…………………………………………••堀江 義 1075~1086ページ
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